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『 発 掘 
宇 治 
２３』 

宇治市歴史まちづくり推進課 

‘ 

令和５年度  発掘調査・文化財速報 
一里山遺跡発掘調査（8.9月） 

文化財防火デー 白山神社 

白山神社 手摺送水管 文化財防火デー 白山神社 消防訓練（１月） 

大幣神事（６月） 
西笠取清滝宮木造男神坐像調査 
京都府文化財保護課（10月） 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

『中世の歴史と景観』地図解説（宇治市史添付図） 

〈基本的視点と方法〉宇治市史（第 1巻 34 頁）から一部抜粋 

 中世の宇治は絶え間のない戦乱の渦に巻き込まれて、大きな改変を余儀なくされた。中世
的な集落の出現や交通路の変遷・水系の変化・茶業の勃興などに、この中世宇治の変容が端
的に示されるであろう。基図としては 1：20000 の図を使用し、山地や平野部に標高別に施

した彩色も同様にしている。ただ第 1 巻でとりあげた古代の耕地としての条里制の遺構など
が、古代以降の開発や水系の変遷などによって、大きく変化したことは否定できない。しか
し、史料によって中世宇治における耕地を復元することは極めて困難であり、現段階では便

宜上、明治時代の仮製地形図（1：20000）に記された耕地を記入せざるをえなかった。 

 

浄妙寺跡 

平成 21 年発掘調査写真 

平成 21 年発掘調査写真 法華三昧堂の縁の束石（H2） 

平成２年発掘の浄妙寺法華三昧堂跡 

浄妙寺復元想像図(藤原道長と娘彰子・息子頼通の参拝) 

宇治市街遺跡 

宇治市街遺跡 平成 14 年発掘調査地全景（ゆめりあうじ） 

宇治市街遺跡 平成 14 年発掘調査で出土した土器 

白川金色院跡 

白山神社 拝殿（鎌倉時代・重要文化財） 

白川 伝藤原寛子供養塔（鎌倉後期・重要美術品） 

白川金色院跡 平成 6年度発掘調査地全景 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

宇治茶の販売用具 
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上層 遺構完掘状況 時代の特徴を表す瓦 

宇治市史 

今年度の発掘調査概報 「一里山遺跡」 

 

いつから木幡に藤原氏の墓が築かれたか

は明確ではありませんが、平安前期に初めて

関白となった藤原基経から埋葬されたと伝え

られ、その後、藤原氏出身の皇后なども踏ま

えた一門の墓所となりました。 

藤原道長の父母や兄、姉、子供たちも葬ら

れています。しかし、１２世紀中頃の藤原忠

通は法性寺山（東福寺辺り）に葬られ、藤原

氏墓所は木幡から法性寺山へと移動しまし

た。 

宇治陵は、明治中期に、藤原氏出身の１８

人の皇后・中宮及び２人の親王たちの陵墓と

して明治政府が治定したもので、現在３７地

点が宮内庁により管理されています。 

一里山遺跡は、宇治丘陵が分岐した小丘陵の末端部に位置する弥生時代から奈良時代の遺跡です。過

去には土師器や須恵器、瓦片などが地表面で採取されていることから、当遺跡の南に隣接する白鳳時代の

寺院である広野廃寺に関連する遺構がある可能性が考えられました。今回実施した調査では、上下２面の遺

構面を確認しました。上層は広野廃寺に使用されていた瓦や土器片などを多く含む地層であり、南北方向に

延びる柱穴や広野廃寺の瓦を含む瓦溜まりなどが見つかりました。これらの遺構が形成された時期は不明で

すが、地層の中に近世の物を含まずに古代瓦が多量に含まれていることから、広野廃寺が廃絶した後の中世

に作られたものであると考えられます。 

下層の人の手が加わっていない地層である地山面では、３基の南北方向に延びる方形柱穴や土坑などが

確認されました。方形柱穴は奈良時代まで見られる掘方であり、平成２年に実施した広野廃寺の発掘調査で

確認されている広野廃寺西限の築地側溝と考えられている溝の東側の肩の延長線上に位置します。このこと

から今回見つかった方形柱穴列も広野廃寺に関するものである可能性が高いと考えられます。 

宇治陵分布図（宇治市史第 1巻 434頁に追記） 
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木幡にある 「宇治陵」 

 


